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はじめに 

○○○○Web サイト Web アクセシビリティガイドライン（作業基準書）（以下、「本ガイドライン」）は、
○○○○Web サイトの運⽤フェーズにおいて、Web アクセシビリティを確保し、その品質を⼀定に保つことを⽬的として策
定されている。 

 

本ガイドラインは、JIS X 8341-3︓2016 を基に Web サイト運⽤フェーズにおいて、適合レベル AA での Web アクセシ
ビリティを確保するために必要な留意事項、Web ページ作成ルールを定めたものである。 

 

Web サイトへの変更を加える際、または新規に Web ページを制作する際には本ガイドラインを参考に、アクセシブルな
Web サイトを制作する必要がある。外部への Web ページ作成、運⽤委託時においても、本ガイドラインを基準とした運
⽤が⾏われるよう努める必要がある。 

 

1. 基本⽅針 

Web アクセシビリティについて理解し、その確保・向上に努めることによって、障がい者、⾼齢者による閲覧時だけではなく、
ユーザーの特性や環境の違いに関わらず、あらゆる条件での情報へのアクセス性を確保することが重要である。 

 

2. 適⽤範囲 

本ガイドラインが対象とする Web サイトは、以下の通りとする。 
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達成基準別対応⽅法 

1.1.1 ⾮テキストコンテンツの達成基準 

利⽤者に提⽰される全ての⾮テキストコンテンツには同等の⽬的を果たす代替テキストが提供されている。 

解説 

⾮テキストコンテンツに代替テキストを提供することで、様々なユーザーエージェントがコンテンツを理解できるようになる。例
えば、視覚的にコンテンツを知覚するのが困難なユーザーは、⽀援技術を介して代替テキストを⾳声や点字に変換させ
ることでコンテンツを理解できるようになる。 

具体的な達成⽅法 

img 要素については、必ず alt 属性を⽤いて代替テキストを提供する。代替テキストは画像の内容を具体的に⽰すもの
とし、画像がなくても内容がある程度理解できるようにする。また、下記のルールに基づいて付与する。 

写真の場合 

<img src=”” alt=”写真︓海辺に⽴つ⽩い家の前に 1 ⼈の初⽼の男性が年⽼いた⽝と共に⽴っています。”> 

図版の場合 

<img src=”” alt=” 図︓会場⼊り⼝の⾒取り図。⼊り⼝を⼊るとすぐ右⼿に受付があります。”> 

その他 

装飾を⽬的とし、画像⾃体に意味を持たない場合は、alt 属性値を空で提供することができる。また、隣接するリンクテキ
ストと重複する場合も同様である。 

SVG 画像については title 要素を適切に設定すること。 

img 要素以外の置換要素（object 要素、area 要素など）についても、代替テキストを確実に提供すること。 

参考 

達成基準 1.1.1 を理解する - WCAG 2.0 解説書 

http://waic.jp/docs/UNDERSTANDING-WCAG20/text-equiv-all.html 
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例 1. 短い説明で代替が可能な画像 

img 要素には alt 属性を⽤いて画像の代替となるテキストを記述する 

× 不適切な例 

img 要素に alt 属性が不⾜している例 

 

<img src=”/img/logo.png”> 

○ 適切な例 

画像と同等の情報が alt 属性の値に指定されている例 

 

<img src=”/img/logo.png” alt=”サプライズジャパン株式会社” /> 
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例 2. 複雑な説明が必要な画像 

図解説明など内容が複雑で、詳細な代替テキストが必要だと思われるものについては、⽀援技術が同等の情報を理解
できるように実装する。 

画像が伝えている内容をテキストに書き起こし alt 属性の値に記載するか、同等の情報を画像の近くにテキストや表（デ
ータテーブル）で置いて、画像の alt 属性は空にする。 

× 不適切な例 

代替テキストの内容が不⼗分なため、画像が伝えている情報が伝わらない例 

 

<img src=”soshikizu.png” alt=”組織図” /> 
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○ 適切な例 

画像が伝えている内容をテキストに書き起こし alt 属性の値に記載した例 

 

<img src=”soshikizu.png” alt=”○○株式会社組織図︓ 株主総会、およびその下に位置する取締役会が
基本的な⽅針や業務執⾏の意思決定を⾏い、社⻑が執⾏を⾏う。取締役会は監査役の監督を受ける。社⻑の下
に社⻑室、営業部、開発部、経理・総務部が置かれ、営業部は営業⼀課と営業⼆課に分かれる。” /> 
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例 3. 情報として意味のない画像 

画像そのものが意味を持たない、または画像の近くのテキストに画像と同等の情報が記載されている場合、空のalt属性
（alt=””）を指定し、⽀援技術がその画像を無視できるように実装する 

× 不適切な例 

装飾画像に「装飾⽤画像」という不必要な代替テキストが記載されている例 

  

<img src=”sample_image_01.jpg” alt=”装飾⽤画像” /> 

○ 適切な例 

⽀援技術が装飾画像を無視できるように空の代替テキストを指定している例 

 

<img src=”sample_image_01.jpg” alt=”” /> 

 


